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１．学校関係者評価委員会の目的 

日本ウェルネス保育専門学校が、関係者の理解と協力を得ながら学校運営を進めていくため

に、学校の基礎的情報の把握・分析を行ない、学校関係者(関係業界、所轄庁、学生、保護者、地

域社会等)との信頼関係を強めることを目的に設置する 

（日本ウェルネス保育専門学校 学校関係者評価委員会 規則 第１条より抜粋） 

 

 

２．学校関係者評価委員会の所管事項 

委員会は、次の各号に掲げる事項を審議する。 

(１)学校の教育目標・人材育成の目標及び教育指導計画、経営方針 

(２)教職員の組織、教員の専門性 

(３)学生支援・キャリア教育の実践的職業教育 

(４)財務情報の公開・法令等の遵守 

(５)その他、自己評価・学校関係者評価を踏まえた改善方策 

（日本ウェルネス保育専門学校 学校関係者評価委員会 規則 第２条より） 

 

 

３．令和元年度 学校関係者評価委員会 開催概要 

（１）．日 時    令和 2 年 6 月 22 日 10 時 00 分～12 時 00 分 

    
（２）．場 所          東京都千代田区神田神保町１－５２－４ 

 
日本ウェルネス保育専門学校 901 教室 

    
（３）．出席者  委 員 長  下野 隆征 

 

 
委   員   畠山 拓也  

 
委   員 渡邉 雄一  

 
職   員   柴岡 信一郎  

 
職   員   山口 智之  

                  職   員 増澤 將江  

 

（４）．議 題  

 

１ 年度自己評価報告書の概要について 

２ こども保育学科の学科内容再編について 

３ 医療情報管理学科の授業の進め方及び実習関係について 
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４． 議 題 

(1)  令和元年度自己評価報告書に対する、委員からの評価及び意見、

その改善方策 
 

ア．教育理念・目標 

委員からの評価及び意見 委員からの意見に対する改善方策 

・学生及び保護者等に対し、男女共同参画社

会で活躍する保育者の養成という将来構想の

周知が依然不足している不足しているのでは

ないか。 

・学校の将来構想をホームページ及び『学生ガ

イドブック』に掲載するとともに機会ある毎に当

該構想を啓蒙した結果、学生や保護者への周

知は改善されてきたものと考える。 

 

イ．学校運営 

委員からの評価及び意見 委員からの意見に対する改善方策 

・学校運営にかかるシステム化において、現行

システム廃止を求められているが、同様のシス

テムの必要性はあるのでは。 

・これを契機に、より効率的なシステムの検討

を図る。 

 

ウ．教育活動 

委員からの評価及び意見 委員からの意見に対する改善方策 

・ガイドブックの内容が一部陳腐化している部

分があり、実際との間で齟齬が発生する可能

性がある箇所がある。 

・ガイドブックの内容を最新化するとともに定期

的な見直しを実施する。 

 

エ．学修成果 

委員からの評価及び意見 委員からの意見に対する改善方策 

・退学率全体としては年々減少しているもの

の、依然としてメンタル面を主な原因とした退学

率は横ばいであるが、生活習慣に課題のある

学生は、存在する。 

・担任とスクールカウンセラーと緊密な連携を

図り、きめ細かな身上把握に努めるとともに保

護者とも必要の都度連絡をとる。今後も常に退

学率の低減を考え、学生とのコミュニケーション

を様々な方策で確立することとする。 



 5 / 6 

オ．学生支援 

委員からの評価及び意見 委員からの意見に対する改善方策 

・100%の就職率及びその後の離職率の低減を

目指す必要があると考えるが、所見を伺いた

い。 

・成績表には表だって現れない授業中の受講

態度、遅刻・早退等については、機会ある毎に

時間の大切さ、社会人としての責任感を指導し

て行くこととする。 

 

カ．教育環境 

委員からの評価及び意見 委員からの意見に対する改善方策 

・概ね問題はないものの、ネット環境は、不十

分である。今後全館ＷＩＦＩ環境の構築を図るべ

きでは。 

・中長期的に、ＷＩＦＩルーターを各階に設置し、

全館のＷＩＦＩ環境を整備する。 

 

キ．学生の受入れ募集 

委員からの評価及び意見 委員からの意見に対する改善方策 

・タイケン学園グループ内の日本ウェルネス高

等学校に対するガイダンスが未実施であるが、

内部進学の観点からも実施すべきでは。 

また他の可能性のある高校を開発すべきで

は。 

・定期的に当該高等学校に対するガイダンスを

実施し、安定した学生募集に資する。あわせ

て、新規開発高との連携を強化する。 

 

ク．財務 

委員からの評価及び意見 委員からの意見に対する改善方策 

・特になし。  

 

ケ．法令等の遵守 

委員からの評価及び意見 委員からの意見に対する改善方策 

特になし。  
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コ．社会貢献・地域貢献 

委員からの評価及び意見 委員からの意見に対する改善方策 

・地域へのボランティア活動では、毎回のごとく

学生の参加者数が少なかった。ボランティア活

動に対する啓蒙が不足しているのではないか。 

・あらゆる機会を通じ啓蒙を図るとともに、職員

が範を示す。 

 

(2)  今後の募集施策について 

委員からの評価及び意見 委員からの意見に対する改善方策 

近年、入学指数が困難なところ、資料送付、

電話勧誘以外の方法を考慮する必要。通常の

方法以外も必要ではないか。また留学生の募

集も検討するべきではないか。 

 

通常の募集以外にも、ＳＮＳの活用や、ズーム

によるオープンキャンパス、個別相談会によ

り、より効果的な集客手法を実施する。 

一定数の学生数を確保するため、留学生向け

の医療事務系の学科を設ける。 

 

 


